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はじめに

オムツ交換の
回数が増える

排泄介助
中心の生活

職員が業務に
追われる

個々の生活に合せたケアを提供できてる？？

目的

職員のオムツに関する知識を深め
ユニットとして個々の生活にあわせた排泄ケアを
提供し効果を明らかにすることを目的とする

施設概要

本体施設８０床（多床室６０床・地域密着型ユニット２０床）
サテライト型施設２９床の定員で一体的に運営を行っている
介護老人福祉施設。

東西通り概要

定員２０名の２ユニット
平均介護度‥４．１５
職員配置‥早番・遅番各２名・日勤１名・夜勤１名

対象利用者

＜Ａ様＞
性別・・・女性
年齢・・・８０代後半
要介護度５
日常生活自立度・・・Ｂ－２
既往歴・・・高血圧、くも膜下出血、誤嚥性肺炎

・オムツ交換全介助
・介助に対して身体面、精神面の負担あり
・体位交換に加え排泄介助が頻回→寝ていても起きてしまう
・離床時も傾眠してしまう

対象利用者

＜Ｂ様＞
性別・・・女性
年齢・・・８０代前半
要介護度５
日常生活自立度・・・Ｂ－２
既往歴・・・高血圧、高脂血症、アルツハイマー型認知症、うつ病

・オムツ交換全介助
・臀部に皮ムケや発赤等の皮膚トラブルあり
・排泄時間に合わせての臥床時間の確保になっている



方法

・尿量測定の実施
・オムツ業者による勉強会の実施
・オムツの当て方の勉強会の実施
・研究前後に職員へアンケートの実施

＜Ａ様＞
・生活リズム把握の為、研究前後で覚醒状況の確認
・体位交換の回数と排泄パターンの見直し
・使用するオムツの種類の変更
＜Ｂ様＞
・排便コントロール ・車椅子クッションを高機能な物に変更
・排泄パターンの見直し ・使用するオムツの種類の変更

①オムツの特徴等を理解できていますか？？

オムツの質やオムツの特性を活かした方法までを理解し実践している職員

１０名中４名！！

②肌に良い・悪い排泄介助とは？？

良い→吸収量 少 オムツが汚れたらすぐ交換

悪い→吸収量 多 オムツを長時間当てた状態

結果① 実施前アンケート
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Ａ様 １日の中で覚醒の良い時間数
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結果②
安定して

起きていられる
時間が増えた

表情が
明るくなった

食事も
覚醒よく摂取
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B様 １日の中での離床・臥床時間

臥床時間 離床時間

結果③

夜間ゆっくり
休める

皮膚状態の
改善

離床時間の
増加

以前は排泄介助の回数が多く、業務に追われていた

身体的・精神的な負担の軽減
→１０名中７名！！

ご利用者との会話やケア、雑務などへ時間が取れる

結果④実施後アンケート

実施後

考察

オムツ業者による勉強会…
①交換回数が少なくても、性能の良い大きいオムツを使用した方が肌に良い
②オムツ交換を頻繁に行えば良眠や休息を妨げてしまう！

本人の生活ペースにあった排泄介助の実施

・Ａ様の睡眠時間の増加 生活にメリハリがつく 覚醒良く食事摂取
・Ｂ様が夜間穏やかに過ごせる
・職員も時間と心にゆとりができご利用者との会話やケアに時間を作れる



まとめ

新たな
知識の吸収

職員の
意識の変化

個々の
生活に合った
ケアの提供

新たな情報を知る場としてこまめな勉強会や情報交換が大切！！
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